
高靱性セメント複合材料による水路補修工法
水路の目地部を跨ぐ断面修復工法

農業用水路においては，機能回復のための補修の対象として，断面欠損や目地漏水が
あります。従来の補修技術では，断面修復と目地補修とでは，要求性能の相違から異な
る材料および工法が用いられており，補修費用の増嵩や施工の煩雑さが課題でした。断
面修復と目地補修を同一材料で一体的に施工できれば，コスト縮減および工期短縮が図
れます。

高靱性セメント複合材料による水路補修工法（水路補修ECCショット工法）は，鋼材
に匹敵する引張･曲げ変形性能を有する高靱性セメント複合材料（ECC：Engineered 
Cementious Composite） を用いる断面修復工法で，水路の目地部を跨いで一体的に
施工できる工法です。

水路補修ECCショット工法は，断面修復と目地補修を同一材料で一体的に施工する方
法として，農村工学研究所，鹿島建設(株)，(株)クラレ，二瀬窯業(株)の共同研究により
開発しました。

背景および技術の概要

ECCの特徴

１．材料に引張が作用した場合に，有機系繊維
（高強度ビニロン繊維）の架橋効果により，
ひび割れが集中せず，0.2mm以下の微細ひび
割れに分散されます。

２．高い引張・曲げ変形性能を実現した材料です。

３．プレミックス材料および吹付け施工により，
現場での施工性に優れます。

４．凍結融解抵抗性などの耐久性・使用性に優れ
ています。

水路目地からの漏水 セメント系材料による

目地補修後の再損傷

ECCの優れた変形性能およびひび割れ分散性能

引張力

切り欠き切り欠き

引張力

切り欠き切り欠き

（a)ひび割れ発生前 (c)第２ひび割れ発生
(b)ひび割れ発生 (ｄ)多数のひび割れ発生

ひび割れ

繊維架橋

（a)ひび割れ発生前 (c)第２ひび割れ発生
(b)ひび割れ発生 (ｄ)多数のひび割れ発生

（a)ひび割れ発生前 (c)第２ひび割れ発生
(b)ひび割れ発生 (ｄ)多数のひび割れ発生

ひび割れ

繊維架橋

ひび割れ分散のメカニズム

ECC

引張ひずみ（％）

引
張
応
力
（M
P
a）

ECCECC

引張ひずみ（％）

引
張
応
力
（M
P
a）

直接引張試験データひび割れ部の架橋状況
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工法の特徴

施工手順

１．セメント系材料であるため，既設のコンクリー
ト水路躯体との付着性が高く，また，湿潤状況下
における施工が可能です。

２．水路目地部の引張作用に対しては，ひび割れ分
散性により，追従可能です。

３．水路目地部の圧縮作用に対しては，目地部近傍
の材料厚を増すことで圧縮応力を軽減させ，補修
材料の再損傷を防ぎます。

前工程

目地部成形

吹付け工

仕上げ工

完成

2. 高圧洗浄1. 目地部のはつり

3. 吹付け状況 4. 仕上げ状況

5. 施工後の状況

右の施工事例は，福岡堰土地改
良区（茨城県つくばみらい市）で
実施したものです。

・目地部はつり
・アンカー設置
・高圧水による洗浄

・無付着区間の確保
（シリコン＋プレート）

・ECCの練混
・吹付け

・コテ仕上げ
・養生剤散布

またはシート養
生
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コンクリートと同程度耐摩耗抵抗性

0.03％（28日）長さ変化率（JHS416）

100％（300サイクル）凍結融解抵抗性
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力学的特性

耐久性・使用性


